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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月26日(2019.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）５ミクロン以下のＭＶ粒度を有する粒子の形態にある半結晶質フッ素化ポリマー；
及び
　ｂ）核剤
を含む、ブレンド。
【請求項２】
　前記核剤及び前記半結晶質フッ素化ポリマーの総重量に対して０．０１～１０重量％の
前記核剤を含む、請求項１に記載のブレンド。
【請求項３】
　前記半結晶質フッ素化ポリマーが二フッ素化ビニリデンのホモポリマー、二フッ素化ビ
ニリデンと、フッ素化エチレン系モノマー、非フッ素化エチレン系モノマー及び非フッ素
化ジエンから成る群より選択される少なくとも１種のコモノマーとのコポリマーである、
請求項１又は２に記載のブレンド。
【請求項４】
　アクリル系ポリマーを更に含む、請求項１～３のいずれかに記載のブレンド。
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【請求項５】
　前記アクリル系ポリマーが（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル及び
（メタ）アクリル酸ブチルから成る群より選択される１種以上のモノマーを含むモノマー
のポリマーである、請求項４に記載のブレンド。
【請求項６】
　前記粒子が４ミクロン以下のＭＶ粒度を有する、請求項１～５のいずれかに記載のブレ
ンド。
【請求項７】
　前記核剤がテトラフルオロエチレンホモポリマー、又はテトラフルオロエチレンと少な
くとも１種のフッ素化エチレン系モノマーとのコポリマーである、請求項１～６のいずれ
かに記載のブレンド。
【請求項８】
　前記核剤が前記半結晶質フッ素化ポリマーの融点より高い融点を有する、請求項１～７
のいずれかに記載のブレンド。
【請求項９】
　前記核剤が５ミクロン以下のＭＶ粒度を有する粒子の形態にある、請求項１～８のいず
れかに記載のブレンド。
【請求項１０】
　前記半結晶質フッ素化ポリマーが、２３２℃でＡＳＴＭ　Ｄ３８２５により測定して１
００ｓ-1において少なくとも７Ｋｐｓの溶融粘度を有する、請求項１～９のいずれかに記
載のブレンド。
【請求項１１】
　ａ）５ミクロン以下のＭＶ粒度を有する粒子の形態にある半結晶質フッ素化ポリマー；
　ｂ）核剤；及び
　ｃ）随意としてのアクリル系ポリマー
を含む、コーティング組成物。
【請求項１２】
　前記半結晶質フッ素化ポリマー用の少なくとも１種の潜在性溶剤を更に含む、請求項１
１に記載のコーティング組成物。
【請求項１３】
　乾燥した自由流動性粉体の形態にある、請求項１１に記載のコーティング組成物。
【請求項１４】
　水性ラテックスの形態にある、請求項１１に記載のコーティング組成物。
【請求項１５】
　少なくとも１種の顔料を更に含む、請求項１１～１４のいずれかに記載のコーティング
組成物。
【請求項１６】
　前記核剤及び前記半結晶質フッ素化ポリマーの総重量に対して０．０１～１０重量％の
前記核剤を含む、請求項１１～１５のいずれかに記載のコーティング組成物。
【請求項１７】
　前記半結晶質フッ素化ポリマーが、二フッ素化ビニリデンのホモポリマー、又は二フッ
素化ビニリデンと、フッ素化エチレン系モノマー、非フッ素化エチレン系モノマー及び非
フッ素化ジエンから成る群より選択される少なくとも一種のコモノマーとのコポリマーで
ある、請求項１１～１６のいずれかに記載のコーティング組成物。
【請求項１８】
　アクリル系ポリマーが存在し、前記アクリル系ポリマーが（メタ）アクリル酸メチル、
（メタ）アクリル酸エチル及び（メタ）アクリル酸ブチルから成る群より選択される１種
以上のモノマーを含むモノマーのポリマーである、請求項１１～１７のいずれかに記載の
コーティング組成物。
【請求項１９】
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　前記粒子が４ミクロン以下のＭＶ粒度を有する、請求項１１～１８のいずれかに記載の
コーティング組成物。
【請求項２０】
　前記核剤がテトラフルオロエチレンと少なくとも１種のフッ素化エチレン性モノマーと
のコポリマー、又はテトラフルオロエチレンホモポリマーである、請求項１１～１９のい
ずれかに記載のコーティング組成物。
【請求項２１】
　前記核剤が前記半結晶質フッ素化ポリマーの融点より高い融点を有する、請求項１１～
２０のいずれかに記載のコーティング組成物。
【請求項２２】
　前記半結晶質フッ素化ポリマーが、２３２℃でＡＳＴＭ　Ｄ３８２５により測定して１
００ｓ-1において少なくとも７Ｋｐｓの溶融粘度を有する、請求項１１～２１のいずれか
に記載のコーティング組成物。
【請求項２３】
　前記核剤が５ミクロン以下のＭＶ粒度を有する粒子の形態にある、請求項１１～２２の
いずれかに記載のコーティング組成物。
【請求項２４】
　基材上のコーティングであって、請求項１１～２３のいずれかに記載の前記コーティン
グ組成物から形成している、前記コーティング。
【請求項２５】
　コーティング組成物を製造する方法であって、
　半結晶質フッ素化ポリマーのラテックスと核剤のラテックスとを混合してブレンドを得
る工程、
　前記ブレンドを凝固させて凝固ブレンドを得る工程、
　前記凝固ブレンドを乾燥させて粉体を得る工程、
　前記粉体を粉砕して５ミクロン以下のＭＶ粒度を有する粒子を得る工程、及び
　随意に、前記粉砕粒子とアクリル系ポリマーとを混合する工程
を含む、前記方法。
【請求項２６】
　前記粉砕粒子を更に前記半結晶質フッ素化ポリマー用の潜在性溶剤とブレンドする、請
求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　基材上にコーティングを製造する方法であって、
　請求項１１～２３のいずれかに記載の前記コーティング組成物で被覆した基材を焼成す
る工程を含む、前記方法。
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